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Mathylchlorophenylisoxazolylpenicillin(Methocillin-S)

の 皮 膚 科 領 域 に お け る 使 用 経 験

谷 奥 喜 平 ・荒 田 次 郎 。藤 田 慎 一

岡山大学皮膚科(主 任:谷 奥喜平教授)

(昭和38年7月29日 受付)

最 近,我 々は,Methylchlorophenylisoxazolylpeni-

cillin(メ トシ リンーS)を,皮 膚 科 領 域 に お い て使 用 す

る機 会 を 得 た の で,若 干 の 基 礎 的 実 験 成 績 を 加 え て,そ

の臨 床 成 績 を報 告 す る。

1)血 中濃 度 健 康 成 人 男 子5名 に,MCI-PC(メ ト

シ リンーS)500mgを 経 ロ投 与 し,30分,1,2,3,5

時 間後 の血 中濃 度 を,209-P菌 を 検 定 菌 とし,重 層 法 に

よ り測 定 した。1週 間 後,同 ・一・bl検者 を用 い て,MPI-PC

表1MCI-PCの 血 中 濃 度(500mg内 服)(mcg/m1)
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(ス タ フ シ リンーV)の 血 中 濃 度 を 同様 の 方 法 で 測定 し,

両 者 を 比較 した 。 各 血 中 濃 度 は,表1,表2,.図1に

示 す 如 くで あ る。MCI--PCの 血 中濃 度 を5名 の 平均 値 で

眺 め る と,30分 後2.1mcg!ml,1時 間3.2mcg/ml,2

時 間 後1.9mcg/m1,3時 間 後0.8mcg/ml,5時 間 後

O・2mcg/m1で あつ て,1時 間 後 に ピ ー クが あ る。MPI-

PCの 血 中 濃 度 の 平 均 値 の推 移 は,30分 後2.4mcg/ml,

1時 間 後2.5mcg/ml,2時 間 後1.1mcg/ml,3時 間 後

O.1mcg/m1,5時 間 後0で あ り,ピ ー ク は,や は り1時

間 後 に あ る。MCI-PCとMPI-PCを 比 較 す る と,30分

値 は,MPI-PCが 僅 か に 高 い が,1,2,3,5時 間値 と

表3MCI-PC250mg経 口投 与

家 兎 血 申 濃 度(mcg/m1)
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表2MPI-Pcの 血 中 濃 度(500mg内 服)(mcglm1)

表4MCI-PC250mg経 口投与

家兎 皮膚 濃度(mcgig湿 重量)
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図1MCI-PC及 びMPI-PCの 血 中濃度

健康成人5例 の平均(各500mg内 服)
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図3家 兎 皮 膚 濃 度(MCI--PC250mg経 口投 与=)
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もにMCI-PCが 高 く,持 続性 もMCI-PCが 僅かに 優i

れ ている。

2)家 兎に よる実験2,2009の 家兎 に,ゾ ンデを用

い て,MCI-PC250mgを 胃内 に投与 し,投 与後30分,

1時 間,2時 間に,皮 膚及 び血 中濃 度を1)と 同 じ方法

で測 定 した。結果は,表3,4,図2,3に 掲げ る。1例

であ るので,結 論的 なこ とは いえないが,皮 膚において

高濃度を示 してい るのが注 目に値す る。皮膚,血 清 と も

に ピークは30分 後に ある。

3)抗 菌力 平板稀釈法に よつて,本 剤 のCoagulase

陽性葡菌に対す る抗菌力 を調べ た。 稀 釈段 階は,100,

25,6.25,3.13,1.56,0.78,0.4,0.2mcg/m1と し

た。成績は表5に 掲げ る如 くであつ た。血 中濃度の平均

の ピークが3.2mcglm1で あ ることを考 えると,そ の範

表5MCI--PCのCoagulase陽 性 プ菌63株 に 対 す

る最 小 発 育 阻 止 濃 度

最小発育阻止濃度 株 数 %
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囲 内にある ものは,63株 中57株,即 ち約90%で あ

る。勿論 皮膚疾患の場合,臓 器特異性 即ち皮膚 に,抗

生物 質が親和性を有す ることが必要 であるが,家 兎にお

け る実験を考慮 に入れ る とかな りの効 果が予想 される。

次に,実 際 に,臨 床 において,使 用 した経験を見 ること

とす る。

4)臨 床成績 表6に 一・括 して掲 げた。1週 間以内に

著効を認めた もの(辮 で表 わす)7例(64%),1週 間

以内に中等度 の効果 を認 めた もの(粁 で表 わす)1例,

1週 間以 内にある程度 の効 果を示 し,再 発傾向のないも

の(十 で表わす)1例,あ る程 度の効果を示すが,再 発

傾向を有す るもの(土 で表 わす)1例,無 効(一 で表わ

す)1例 であつ た。 即ち(十)以 上は82%で あつた。

5)ま と め

a)健 康成人5名 を 用 いて,MCI-PC500mg経 口

投与時 の血 中濃 度を測定 し,MPI-PC500mgをcross・

overし た。MCI-PCの ピークは,1時 間後 で3.2mcg/

m1で あつた。 これに対 しMPI-PCの ピークは,や は り

1時 間後 で2.5mcg/m1で あつた。血中濃度,持 続性 と

もにMCI-PCが 僅かに優 れていた。

b)家 兎 に,MCI-PC250mgを 経 口投与 し,血 中及

び皮膚濃度 を測 定 した。1羽 ではあつたが,30分 後に

21mcg/9湿 重量 の高皮膚 濃度が見 られた。

c)コ アグ ラーゼ陽性ブ菌に対す る抗菌 力を平板稀釈

法 で調べ た。最 小発育阻止濃度0.2mcg/m1又 はそれ以

下 の もの19%,O.4mcglm1の もの27%o,0・78mcg/ml

の も の38%,1.56mcg/m1の もの5%e,3・13mcg/m1

の もの5%,6.25mcg/m1の もの6%eで あつた。97%

が,血 中濃度の ピーク3.2mcg/ml以 下にあ る。

d)膿 皮症11例 に用 いて,82%に 有効 であつた。副

作 用 としては2例 に軽 い胃症状 を認 めた。多 くの場合,

1日1g即 ち250mg6時 間間 隔の投与 であ り,血 中濃

度 よ り予想 され る以上 の効果 と考 え られ る が,こ の場

合,皮 膚 とい う局所要約 の影響 がある と考 え られ,こ の

点に関す る追求が今後 なされ ねばな らぬ と考 えている。

以上を総括 して考 えると,耐 性葡菌 の対策 に頭 を悩ま

しつつあ る今 日,MCI-PCは,皮 膚科領域 においても有

力な武器 にな り得 る と思われ る。




